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中に巻く面
既刊図書

■
体
裁　
全
３
巻
・
Ａ
５
版
・
上
製
ク
ロ
ス
装
・
ケ
ー
ス
入
り

■
定
価　
本
体
４
６
︑０
０
０
円
＋
税　

ISBN
978

―4

―89774

―142

―0

■
刊
行　
平
成
24
年
７
月
刊

■
体
裁　
全
２
巻
・
Ａ
５
版
・
上
製
ク
ロ
ス
装
・
ケ
ー
ス
入
り

■
定
価　
本
体
２
４
︑０
０
０
円
＋
税　

ISBN
978

―4

―89774

―145

―1

■
刊
行　
平
成
24
年
７
月
刊

在
日
朝
鮮
人
史
資
料
集
全
２
巻

叢
書
1　

在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
編
『
在
日
朝
鮮
人
史
研
究
』
収
録
の
附
属
資
料
を
再
編
集
し
、
通
覧
で
き
る
よ
う

に
し
た
。
他
の
史
料
集
で
は
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
在
日
朝
鮮
人
・
韓
国
人
に
関
す
る
資
料
を
多
数
収
録
。

◆
定
価
＝
本
体
２
４
、０
０
０
円ISBN

978

―4

―89774

―134

―5

在
日
本
朝
鮮
人
商
工
便
覧
１
９
５
７
年
版

叢
書
2　

在
日
本
朝
鮮
人
商
工
連
合
会
編　

樋
口
雄
一
解
説　

戦
後
初
め
て
の
本
格
的
な
在
日
朝
鮮
人
の
商
工
業
実
態
に

関
す
る
全
国
的
調
査
資
料
。
な
お
、
在
日
本
朝
鮮
人
商
工
連
合
会
編
『
調
査
月
報
』
の
附
属
資
料
を
付
す
。

◆
定
価
＝
本
体
６
、０
０
０
円ISBN

978

―4

―89774

―135

―2

戦
後
初
期

在
日
朝
鮮
人
人
口
調
査
資
料
集
全
２
巻

叢
書
3　

長
澤
秀
編　

戦
後
初
期
の
在
日
朝
鮮
人
社
会
の
構
造
を
理
解
す
る
上
で
不
可
欠
な
基
本
資
料
。

第
１
巻
＝
内
閣
統
計
局
編『
昭
和
二
十
年
人
口
調
査・第
五
表「
朝
鮮
人・台
湾
人
ノ
男
女
及
年
齢
ニ
依
リ
分
チ
タ
ル
人
口
数
ノ
表
」』

第
２
巻
＝
総
理
庁
統
計
局
編
『
昭
和
二
十
二
年
臨
時
国
勢
調
査
・
第
十
表
「
出
身
地
域
及
び
国
籍
男
女
別
人
口
」』

◆
定
価
＝
本
体
３
６
、０
０
０
円ISBN

978

―4

―89774

―138

―3

▼
以
下
続
刊
予
定

6

在
日
朝
鮮
人
留
学
生
資
料
裵
姈
美
編

7

在
日
朝
鮮
人「
帰
還
」資
料
鈴
木
久
美
編

8

在
日
朝
鮮
人
状
況
資
料
福
井
譲
編

9

在
日
朝
鮮
人
生
活
保
護
資
料
金
耿
昊
編

10

日
本
在
留
朝
鮮
人
の
出
版
物
小
野
容
照
編

11

解
放
後
在
日
朝
鮮
人
文
化
運
動
資
料
宇
野
田
尚
哉
編

12

戦
前
期
在
日
朝
鮮
人
特
集
記
事
集
外
村
大
編

　
　
　
（
順
不
同
、
タ
イ
ト
ル
は
す
べ
て
仮
題
）

在
日
朝
鮮
人
資
料
叢
書
4

在
日
朝
鮮
人
資
料
叢
書
5

佐
野
通
夫（
こ
ど
も
教
育
宝
仙
大
学
教
員
）編
・
解
説

山
田
昭
次（
立
教
大
学
名
誉
教
授
）編
・
解
説

在
日
朝
鮮
人
教
育
関
係
資
料

朝
鮮
人
強
制
動
員
関
係
資
料

▼
本
資
料
の
特
色

○

朝
鮮
人
解
放
後
の
一
九
五
〇
年
代
～
七
〇
年
代
の
在
日
朝
鮮
人
教
育
の
実

態
と
問
題
点
を
概
観
・
理
解
で
き
る
様
に
し
た
︒

○

在
日
朝
鮮
人
教
育
に
関
す
る
在
日
朝
鮮
人
︑
日
本
人
及
び
日
本
政
府
各
々

の
取
り
組
み
や
施
策
を
比
較
考
察
で
き
る
様
に
し
た
︒

○

在
日
朝
鮮
人
教
育
に
関
す
る
種
々
の
学
術
的
調
査
・
分
析
・
報
告
資
料
等

今
日
で
は
入
手
困
難
な
資
料
・
文
献
を
収
録
︒

○

“
民
族
教
育
”
の
歴
史
的
背
景
を
理
解
す
る
た
め
の
資
料
も
収
録
︒

▼
本
資
料
の
特
色

○

朝
鮮
人
の
強
制
労
働
の
中
で
も
最
も
過
酷
で
危
険
と
い
わ
れ
た
炭
鉱
労
働

に
関
す
る
資
料
を
中
心
に
収
録
︒

○

戦
時
期
の
常
磐
・
筑
豊
地
区
の
裁
判
判
決
書
や
戦
時
労
働
動
員
朝
鮮
人
の

聞
書
︑
業
界
新
聞
資
料
等
に
よ
っ
て
︑
朝
鮮
人
鉱
夫
に
対
す
る
抑
圧
の
実

態
と
当
時
︑
日
朝
親
和
の
標
語
と
し
て
喧
伝
さ
れ
た
“
内
鮮
一
体
”
の
虚

疑
を
明
ら
か
に
し
た
︒

○

裁
判
資
料
は
不
鮮
明
な
部
分
が
多
く
︑
で
き
る
限
り
新
組
と
し
た
︒

本文内容見本

朝
鮮
人
戦
時
労
働
動
員
聞
書
資
料

（
叢
書
5　

第
１
巻
に
収
録
）

﹁
在
日
朝
鮮
人
と
そ
の
教
育
﹂
資
料
集　
第
二
集

（
叢
書
4　

第
２
巻
に
収
録
）

〒173―0004　東京都板橋区板橋1―13―1
☎ 03（3579）5444

［消費税が別途加算されます］

取扱書店

在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
監
修

在
日
朝
鮮
人

資
料
叢
書

◆
本
叢
書
は
今
日
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
在

日
朝
鮮
人・
韓
国
人
に
関
す
る
史
料・
記

録・
研
究
の
成
果
と
発
掘
を
ふ
ま
え
て
︑

広
く
在
日
朝
鮮
人
・
韓
国
人
の
問
題
に
関

心
を
も
つ
人
々
に
活
用
さ
れ
︑
一
層
の
理

解・
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
︑
在
日
朝
鮮
人
運
動
史
研
究
会
の
会
員

に
よ
り
多
様
な
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
を

意
図
し
て
企
画
し
た
︒

◆「
韓
国
併
合
」一
〇
〇
年
を
契
機
に
︑
真

の
日
本
と
韓
国
・
朝
鮮
の
友
好・交
流
を
築

い
て
い
く
た
め
に
も
︑
改
め
て
資
料
で
在

日
朝
鮮
人・
韓
国
人
の
歴
史
を
振
り
返
る

こ
と
の
意
義
は
大
き
い
も
の
と
考
え
る
︒

第
三
回
配
本

在
日
朝
鮮
人
資
料
叢
書
4

在
日
朝
鮮
人
資
料
叢
書
5

在
日
朝
鮮
人
教
育
関
係
資
料

朝
鮮
人
強
制
動
員
関
係
資
料

全3巻全2巻

戦
後
︵
一
九
四
五
~
一
九
八
〇
︶
の
在
日
朝
鮮
人
教
育
の
歴
史
・
背
景
と
問
題
点
を
通
覧
で
き
︑
日
本
人
教
師
の

在
日
朝
鮮
人
教
育
に
対
す
る
取
り
組
み
や
課
題
︑
そ
し
て
当
該
期
の
日
本
政
府
の
在
日
朝
鮮
人
教
育
に
対
す
る
政

策
や
認
識
等
を
複
合
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
︒

ア
ジ
ア
太
平
洋
一
五
年
戦
争
下
︵
一
九
三
七
~
一
九
四
五
︶
の
強
制
動
員
朝
鮮
人
鉱
夫
の
実
態
を
︑
裁
判
資
料
︑

戦
時
労
働
動
員
聞
書
資
料
︑
常
磐
炭
礦
朝
鮮
人
関
係
資
料
︑﹃
労
務
時
報
﹄・﹃
日
本
鉱
業
新
聞
﹄
所
収
朝
鮮
人
関

係
記
事
等
の
新
資
料
を
中
心
に
明
ら
か
に
し
た
︒

佐
野
通
夫
編
・
解
説

山
田
昭
次
編
・
解
説



210 210

表紙のウラ

刊
行
の
辞

　
解
放
後
の
在
日
朝
鮮
人
運
動
の
主
要
な
課
題
は
、
民
族
教

育
、
す
な
わ
ち
奪
わ
れ
た
言
葉
と
文
化
を
取
り
戻
す
活
動
で

あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
そ
の
活
動
を
抑
圧
す
べ
く
激
し
い
弾

圧
が
加
え
ら
れ
た
。
一
九
四
五
年
、
解
放
と
同
時
に
開
始
さ
れ

た
民
族
教
育
は
、
開
始
さ
れ
た
直
後
の
一
九
四
八
、
四
九
年
に

「
学
校
閉
鎖
令
」
と
い
う
大
弾
圧
を
受
け
る
。
こ
こ
で
は
接
収

さ
れ
、
一
部
地
域
で
は
「
公
立
学
校
」
と
さ
れ
た
朝
鮮
人
学
校

が
、
日
本
独
立
後
、
再
び
自
主
学
校
と
し
て
運
営
さ
れ
た
時
の

困
難
な
歩
み
を
示
す
『
日
本
に
い
る
朝
鮮
の
子
ど
も
』、
日
韓

条
約
後
、
日
本
政
府
が
再
び
弾
圧
の
た
め
に
提
出
し
た
「
外
国

人
学
校
法
案
」
を
批
判
的
に
紹
介
す
る
『
い
わ
ゆ
る
「
外
国
人

学
校
」
制
度
の
研
究
』、
日
本
の
学
会
が
こ
の
問
題
に
取
り
組

ん
だ
『「
在
日
朝
鮮
人
と
そ
の
教
育
」
資
料
集
』
第
一
集
、
第

二
集
、
行
政
が
作
業
す
る
た
め
の
資
料
『
学
校
教
育
法
第
八

十
三
条
及
び
第
八
十
四
条
の
改
正
経
過
（
国
会
議
事
録
抜
す

い
）』、
朝
鮮
学
校
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
に
は
多
く

の
朝
鮮
の
子
ど
も
た
ち
が
日
本
の
公
立
学
校
等
に
も
在
籍
し
、

そ
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
課
題
に
目
覚
め
た
日
本
の
教
員
た
ち

の
意
識
を
示
す
「
在
日
朝
鮮
人
教
育
研
究
全
国
集
会
資
料
」
を

収
録
し
た
。
な
お
、
こ
の
日
本
人
教
員
の
意
識
と
対
比
し
、
ま

た
現
在
に
も
続
い
て
い
る
、
日
本
人
教
員
が
自
ら
の
教
育
の
民

族
性
を
自
覚
せ
ず
に
、
そ
れ
を
普
遍
的
な
も
の
、
絶
対
的
な
も

の
と
誤
信
す
る
姿
を
明
ら
か
に
す
る
『
半
島
の
子
ら
』
を
併
せ

て
収
録
し
た
。

収
録
資
料
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

第
１
巻　

一
　『
日
本
に
い
る
朝
鮮
の
子
ど
も
―
在
日
朝
鮮
人
の
民
族
教
育
』

李
東
準
著
　
春
秋
社
　
一
九
五
六
年

　
在
日
朝
鮮
人
の
子
ど
も
た
ち
は
、
戦
後
の
民
族
教
育
の
中

で
、
は
じ
め
て
自
分
た
ち
の
朝
鮮
の
歴
史
・
文
化
・
こ
と
ば
を

知
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
中
で
『
半
島
の
子
ら
』（
第
3
巻
所

収
）
に
み
ら
れ
る
様
に
、
い
か
に
ゆ
が
め
ら
れ
た
教
育
を
受
け

て
き
た
か
を
知
る
こ
と
に
な
る
。
本
著
は
、
戦
後
の
在
日
朝
鮮

人
が
自
分
た
ち
の
学
校
を
ど
の
様
に
設
立
し
、
日
本
の
外
国
人

教
育
政
策
の
中
で
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、
自
ら
の
権
利
を
守

る
た
め
に
ど
う
闘
っ
て
き
た
か
、
戦
後
初
期
の
在
日
朝
鮮
人
学

校
・
教
育
の
歴
史
を
知
る
上
で
基
本
的
な
文
献
。

刊
行
の
辞

　
常
磐
炭
田
や
筑
豊
炭
田
な
ど
の
炭
礦
に
強
制
動
員
さ
れ
て
、

逃
走
や
暴
動
等
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
の
抵
抗
を
し
た
朝
鮮
人
に
対

す
る
裁
判
所
の
判
決
書
、
朝
鮮
人
・
日
本
人
両
者
の
炭
礦
関
係

者
か
ら
の
聞
書
、
朝
鮮
人
な
ら
び
に
朝
鮮
人
を
「
指
導
」
し
た

日
本
人
に
対
す
る
炭
礦
の
表
彰
状
、
日
本
人
・
朝
鮮
人
炭
礦
労

働
者
に
つ
い
て
の
調
査
書
、
常
磐
炭
田
の
朝
鮮
人
に
関
す
る
資

料
、『
労
務
時
報
』
お
よ
び
『
日
本
鉱
業
新
聞
』
所
収
の
朝
鮮

人
対
策
の
記
事
な
ど
、
鉱
山
や
工
場
も
若
干
は
含
む
が
、
主
に

炭
礦
に
お
け
る
朝
鮮
人
強
制
労
働
の
実
態
の
解
明
に
資
す
る
資

料
・
文
献
を
収
録
し
た
。

収
録
資
料
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

第
１
巻　

一
　
朝
鮮
人
強
制
動
員
関
係
裁
判
判
決
書
資
料
（
五
九
件
）

東
北
地
方

１　

山
形
県
地
方
裁
判
所
検
事
局
裁
判
原
本　

一
九
四
一
・
四

二
年

・
古
河
鉱
業
永
松
鉱
業
所
坑
夫
（
五
名
）
の
会
社
の
待
遇
不
満

へ
の
抗
議
（
傷
害
被
告
事
件
）
一
九
四
一
年

２　

福
島
県
平
区
裁
判
所
検
事
局
裁
判
原
本　

一
九
四
〇
～
四

五
年

・
磐
城
炭
礦
坑
夫
（
九
名
）
の
合
宿
所
へ
の
待
遇
不
満
（
傷
害

事
件
）
一
九
四
〇
年

・
大
日
本
炭
礦
勿
来
礦
採
炭
夫
（
九
名
）
の
朝
鮮
人
訓
練
責
任

者
へ
の
反
抗
（
暴
力
行
為
事
件
）
一
九
四
三
年

・
古
河
礦
業
好
間
礦
業
所
古
河
炭
礦
採
炭
夫
他
（
六
名
）
と
日

本
人
坑
夫
の
抗
争
（
暴
力
行
為
事
件
）
一
九
四
三
年
　

・
古
河
礦
業
好
間
礦
業
所
古
河
炭
礦
採
炭
夫
他
（
一
七
名
）
と

日
本
人
坑
夫
の
抗
争
（
傷
害
・
暴
力
行
為
事
件
）
一
九
四
三

年
・
大
日
本
炭
礦
勿
来
礦
夫
（
七
名
）
の
逃
走
援
助
（
国
家
動
員

法
違
反
幇
助
事
件
）
一
九
四
五
年

・
常
磐
炭
礦
内
郷
礦
運
搬
夫
逃
走
（
国
家
総
動
員
法
違
反
事

件
）
一
九
四
五
年

・
日
曹
礦
業
赤
井
炭
礦
労
務
係
の
逃
走
及
び
五
名
の
逃
走
教
唆

（
国
家
総
動
員
法
違
反
事
件
）
一
九
四
五
年

九
州
地
方

１　

福
岡
県
直
方
区
裁
判
所
検
事
局
裁
判
原
本　

一
九
四
三
～

四
五
年

・
日
満
鉱
業
所
採
炭
夫
（
六
名
）
の
日
本
人
の
暴
行
に
対
す
る

状
を
所
収
。
付
属
資
料
と
し
て
外
国
に
お
け
る
外
国
人
学
校
の

調
査
報
告
書
を
収
録
。

第
３
巻

一
　『
在
日
朝
鮮
人
教
育
実
践
と
運
動
の
確
立
発
展
を
め
ざ
し

て
』（
一
）（
二
）（
三
）

　
　
在
日
朝
鮮
人
教
育
研
究
全
国
集
会
資
料

　
一
九
七
〇
年
代
、
在
日
朝
鮮
人
児
童
生
徒
の
八
割
が
日
本
の

学
校
に
在
籍
し
て
い
た
。
日
本
人
教
師
ら
は
そ
れ
ら
の
児
童
生

徒
の
教
育
を
ど
う
す
す
め
る
か
、
日
本
人
児
童
生
徒
の
意
識
改

革
を
ど
う
す
る
か
を
検
討
す
る
た
め
に
、
一
九
七
九
年
八
月
、

初
め
て
「
在
日
朝
鮮
人
教
育
研
究
全
国
集
会
」
を
開
催
し
た
。

本
資
料
は
集
会
参
加
者
が
在
日
朝
鮮
人
教
育
を
め
ぐ
る
現
状
に

つ
い
て
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

戦
後
の
在
日
朝
鮮
人
教
育
へ
の
か
か
わ
り
と
課
題
等
を
知
る
上

で
原
点
的
文
献
。

（
一
）　
「
在
日
」
を
生
き
る
朝
鮮
人
児
童
生
徒
や
そ
の
親
が
お

か
れ
て
い
る
現
実
か
ら
、
何
を
学
び
、
何
を
教
育
の
課
題
と
す

る
か
─
自
分
た
ち
の
手
で
自
分
た
ち
の
歴
史
・
生
活
・
こ
と
ば

を
学
び
た
い
と
い
う
要
求
の
中
で
、
ど
う
歩
ん
で
き
た
か
。
そ

の
歴
史
と
問
題
点
、
関
西
の
小
学
校
に
お
け
る
教
育
実
践
等
に

関
す
る
資
料
を
収
録
。
　

（
二
）　

全
国
各
地
の
報
告
か
ら
─
全
国
の
日
本
人
学
校
で
の
在

日
朝
鮮
人
教
育
の
実
状
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
各
地
域
・
現
場

か
ら
の
生
の
報
告
書
。

（
三
）　

大
阪
の
報
告
か
ら
─
戦
後
三
〇
数
年
、
在
日
朝
鮮
人
の

世
代
構
成
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
在
日
朝
鮮
人
が
か
か
え
て

い
る
教
育
問
題
に
も
新
た
な
課
題
と
多
様
性
が
も
た
ら
さ
れ
、

そ
れ
を
と
り
ま
く
日
本
社
会
の
抑
圧
・
排
外
状
況
も
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
様
々
な
形
で
在
日

朝
鮮
人
教
育
が
取
り
組
み
始
め
ら
れ
た
。
本
資
料
は
在
日
朝
鮮

人
が
一
番
多
く
居
住
す
る
大
阪
に
お
け
る
新
た
な
取
り
組
み
の

実
践
記
録
で
あ
る
。

二
　『
記
録
小
説
　
半
島
の
子
ら
』　
飯
田
彬
著
　 
第
一
出
版
協

会
　
一
九
四
二
年

　
戦
後
の
朝
鮮
人
学
校
の
中
で
行
わ
れ
た
〝
民
族
教
育
〟
の
本

質
や
在
日
朝
鮮
人
教
育
に
取
り
組
む
日
本
人
教
員
の
意
識
を
理

解
す
る
上
で
、
朝
鮮
の
子
ど
も
た
ち
が
植
民
地
朝
鮮
の
日
本
の

教
育
支
配
下
の
学
校
で
ど
の
様
な
教
育
を
受
け
て
き
た
か
、
日

本
人
教
員
の
実
態
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
そ
の
歴
史
を
振
り
返

る
こ
と
が
不
可
欠
と
考
え
、
そ
の
補
完
資
料
と
し
て
所
収
し
た
。

・『
筑
豊
炭
礦
労
働
者
出
身
地
調
査
』（
抜
粋
）　
福
岡
地
方
職

業
紹
介
事
務
局
　
一
九
二
八
年

・
移
入
半
島
人
労
務
者
ニ
関
ス
ル
調
査
表
　
特
別
高
等
課
　
一

九
四
四
年
三
月

二
　
常
磐
炭
礦
朝
鮮
人
関
係
資
料
（
四
件
）

・
常
磐
炭
礦
争
議
報
告
『
ア
カ
ハ
タ
』
第
三
号
　
一
九
四
五
年

一
一
月
二
二
日

・
民
族
差
別
発
言
の
た
め
に
起
っ
た
常
磐
炭
田
の
古
河
好
間
炭

礦
の
朝
鮮
人
反
乱
事
件
資
料

三
　『
労
務
時
報
』
所
収
朝
鮮
人
関
係
記
事
（
二
〇
件
）

・
日
立
鉱
山
に
於
け
る
半
島
人
労
務
者
と
語
る
　
一
九
四
二
年

一
月

・
半
島
人
労
務
者
の
内
地
移
入
方
法
と
そ
の
取
扱
　
一
九
四
二

年
二
月

・
半
島
人
青
少
年
工
の
資
質
練
成
の
日
本
鋼
管
訓
練
隊
の
訓
練

に
就
て
　
一
九
四
二
年
九
月

・
半
島
労
務
者
の
諸
問
題
と
出
動
労
務
者
訓
練
服
務
心
得
準
則

一
九
四
二
年
一
二
月

・
特
性
の
把
握
と
全
職
員
の
指
導
に
依
る
大
正
鉱
業
中
鶴
鉱
の

半
島
人
管
理
　
一
九
四
三
年
六
月

・
半
島
労
務
者
の
定
着
方
策
　
一
九
四
四
年
六
月

四
　『
日
本
鉱
業
新
聞
』
所
収
朝
鮮
人
関
係
記
事
（
六
六
件
）

・
深
刻
化
す
る
労
務
者
不
足
　
福
岡
監
督
局
の
対
策
　
一
九
三

七
年
一
〇
月

・
半
島
人
労
務
者
を
筑
豊
炭
田
に
移
入
　
十
八
家
族
を
試
験
的

に
使
役
　
一
九
三
七
年
一
二
月

・
社
説
　
半
島
人
労
働
者
の
移
入
を
断
行
せ
よ
　
一
九
三
八
年

三
月

・
依
然
た
る
労
力
不
足
　
注
目
さ
る
ゝ
半
島
人
移
入
　
一
九
三

八
年
六
月

・
石
炭
増
産
対
策
　
半
島
人
労
務
者
移
入
　
三
月
迄
に
二
万
五

千
人
　
一
九
四
〇
年
三
月

・
半
島
労
務
者
指
導
積
極
策
　
一
九
四
〇
年
八
月

・
本
年
上
半
期
に
於
け
る
移
入
半
島
労
務
者
の
労
働
争
議
状
況

一
九
四
〇
年
一
〇
月

・
半
島
人
熟
練
鉱
夫
の
帰
鮮
続
出
憂
慮
さ
る
　
各
社
引
止
策
に

躍
起
　
一
九
四
一
年
四
月

・
炭
礦
に
於
け
る
半
島
移
入
従
業
員
の
指
導
訓
練
に
就
て
（
抜

粋
）
一
～
七
　
住
友
忠
隈
炭
礦
　
花
江
良
太
郎
　
一
九
四
一

年
八
月
～
一
〇
月

・
半
島
労
務
者
移
入
漸
増
す
　
九
州
地
方
に
訓
練
機
関
を
設
置

一
九
四
二
年
一
一
月

二
　
学
校
教
育
法
第
八
十
三
条
及
び
第
八
十
四
条
の
改
正
経
過

（
国
会
議
事
録
抜
す
い
）　
総
務
課
審
議
班

・
教
育
基
本
法
案
特
別
委
員
会
議
事
（
貴
族
院　

一
九
四
七
年
）

・
文
部
委
員
会
議
事
（
衆
議
院
・
参
議
院　

一
九
四
九
・
五
〇
年
）

　
学
校
教
育
法
の
一
部
改
正
と
く
に
各
種
学
校
を
め
ぐ
る
国
会

に
お
け
る
論
議
資
料
。
改
正
の
眼
目
が
朝
鮮
人
学
校
・
教
育
の

取
扱
い
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
資
料
。
一
九
五
〇
～
六
〇
年

代
、
日
本
に
接
収
さ
れ
「
公
立
学
校
」（
分
校
）
と
さ
れ
た
朝

鮮
人
学
校
が
、
日
本
独
立
（
一
九
五
二
）
後
、
自
主
学
校
と
し

て
移
管
・
再
建
さ
れ
る
過
程
で
、
朝
鮮
人
学
校
が
所
在
す
る
各

自
治
体
に
お
い
て
、
分
校
の
調
査
・
分
析
、
法
的
問
題
の
検
討

が
行
わ
れ
、
対
策
・
対
応
が
と
ら
れ
た
。
本
資
料
は
、
神
奈
川

県
が
在
日
朝
鮮
人
教
育
対
策
を
協
議
す
る
た
め
に
、
外
国
人
学

校
、
公
立
朝
鮮
人
学
校
及
び
朝
鮮
人
教
育
に
関
す
る
法
令
や
見

解
等
を
知
る
た
め
の
参
考
資
料
と
し
て
収
集
・
作
成
し
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。

三
　『
い
わ
ゆ
る
「
外
国
人
学
校
」
制
度
の
研
究
―
学
校
教
育

法
一
部
改
正
法
案
の
逐
条
的
検
討
』　
民
主
主
義
科
学
者

協
会
法
律
部
会
　
一
九
六
七
年

　
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
上
程
さ
れ
た
「
外
国
人
学
校
」
法
案

の
内
容
と
問
題
点
を
理
解
す
る
上
で
概
説
的
な
資
料
。
　

　「
外
国
人
学
校
」
制
度
の
創
設
を
一
つ
の
内
容
と
す
る
「
学

校
教
育
法
一
部
改
正
法
案
」
の
検
討
を
通
じ
て
、
本
法
案
の
本

質
的
問
題
が
、
在
日
朝
鮮
人
に
よ
る
民
族
教
育
の
問
題
に
対
す

る
日
本
政
府
の
態
度
と
方
針
に
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
。
本

著
は
、「
外
国
人
学
校
」
制
度
の
基
本
的
問
題
点
を
洗
い
出
し
、

右
法
案
が
出
て
く
る
歴
史
的
経
験
お
よ
び
法
案
を
支
え
て
い
る

基
本
的
な
思
想
に
つ
い
て
批
判
的
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
更
に

法
案
を
逐
条
的
に
検
討
し
、
批
判
を
加
え
て
い
る
。

第
2
巻　

『「
在
日
朝
鮮
人
と
そ
の
教
育
」
資
料
集
』　
第
一
集
・
第
二
集

日
本
教
育
学
会
教
育
制
度
研
究
委
員
会
・
外
国
人
学
校
制
度

研
究
小
委
員
会
　
一
九
七
〇
年

　

戦
後
四
半
世
紀
の
在
日
朝
鮮
人
の
教
育
に
関
す
る
事
情
を
知

る
学
術
的
調
査
資
料
集
。
第
一
集
に
は
在
日
外
国
人
教
育
の
問

題
点
、
在
日
朝
鮮
人
教
育
に
た
い
す
る
日
本
政
府
の
政
策
、
教

科
書
に
見
る
朝
鮮
記
述
、
教
育
の
関
心
と
実
践
の
あ
ゆ
み
（
一

九
七
〇
年
四
月
以
前
に
刊
行
・
発
表
さ
れ
た
在
日
朝
鮮
人
の
民

族
教
育
に
関
す
る
主
な
図
書
お
よ
び
文
献
を
掲
載
）
を
所
収
。

第
二
集
に
は
、
朝
鮮
人
学
校
の
教
育
、
韓
国
学
校
の
教
育
の
実

反
撃
（
傷
害
事
件
）
一
九
四
三
年
　

・
貝
島
鉱
業
大
之
浦
鉱
業
所
採
炭
夫
他
（
三
名
）
無
断
退
職
・

逃
走
（
国
家
総
動
員
法
違
反
事
件
）
一
九
四
四
年

・
貝
島
鉱
業
所
大
之
浦
五
坑
第
六
協
和
訓
練
所
隊
員
（
九
名
）

と
会
社
・
警
察
の
抗
争
（
公
務
執
行
妨
害
・
傷
害
事
件
）
一

九
四
四
年

・
三
菱
鉱
業
方
城
炭
礦
坑
外
夫
逃
走
（
国
家
総
動
員
法
違
反
）

一
九
四
五
年

・
金
丸
鉱
業
大
隈
炭
坑
採
炭
夫
無
断
欠
勤
（
同
右
）
一
九
四
五

年
・
三
井
斜
坑
仕
繰
夫
の
日
本
人
班
長
へ
の
反
抗
（
傷
害
事
件
）

一
九
四
五
年
　

・
川
崎
炭
坑
採
炭
夫
一
二
名
の
朝
鮮
人
指
導
員
へ
の
抗
議
行
動

（
暴
力
行
為
違
反
事
件
）
一
九
四
五
年

・
浅
野
セ
メ
ン
ト
香
春
工
場
採
石
夫
逃
走
（
国
家
総
動
員
法
違

反
事
件
）
一
九
四
五
年

２　

福
岡
県
飯
塚
区
裁
判
所
検
事
局
裁
判
原
本　

一
九
四
三
～

四
五
年

・
東
邦
炭
鉱
筑
紫
炭
坑
採
炭
夫
（
三
名
）
労
務
係
員
の
殴
打
へ

の
反
抗
（
暴
力
行
為
違
反
事
件
）
一
九
四
三
年

・
嘉
穂
鉱
業
上
穂
波
炭
坑
採
炭
夫
（
八
名
）
同
僚
の
逃
走
へ
の

労
務
者
指
導
員
の
尋
問
・
殴
打
に
対
す
る
反
抗
（
暴
力
行
為

違
反
事
件
）
一
九
四
三
年

・
麻
生
鉱
業
赤
坂
炭
坑
採
炭
夫
（
一
二
名
）
労
務
係
へ
の
反
抗

（
暴
力
行
為
違
反
事
件
）
一
九
四
三
年

・
三
菱
鉱
業
所
鯰
田
炭
坑
運
搬
夫
他
（
五
名
）
寮
舎
監
助
手
・

警
察
の
仕
打
ち
へ
の
抗
議
行
動
（
暴
力
行
為
違
反
・
公
務
執

行
妨
害
事
件
）
一
九
四
四
年

・
古
河
鉱
業
大
峯
鉱
業
所
大
峯
二
坑
採
炭
夫
他
（
一
五
名
）
会

社
の
逃
走
嫌
疑
者
殴
打
・
死
亡
へ
の
抗
議
行
動
（
暴
力
行
為

違
反
・
傷
害
事
件
）
一
九
四
四
年

二
　
貝
島
炭
礦
大
之
浦
礦
業
所
朝
鮮
人
・
朝
鮮
人
「
指
導
」
日
本

人
表
彰
関
係
資
料
　
昭
和
一
七
年
度
～
一
八
年
度
（
六
件
）

三
　
朝
鮮
人
戦
時
労
働
動
員
聞
書
資
料
（
二
七
件
）　

１　

東
北
地
方
朝
鮮
人
強
制
連
行
真
相
調
査
団
聞
書
―
福
島

県
・
山
形
県
　
常
磐
炭
礦
、
入
山
採
炭
、
古
河
好
間
炭
礦

他
　

２　

九
州
地
方
朝
鮮
人
強
制
連
行
真
相
調
査
団
聞
書
―
福
岡

県
・
佐
賀
県
　
麻
生
赤
坂
炭
鉱
、
三
井
山
野
炭
鉱
他
　

第
２
巻

一
　
九
州
地
方
炭
鉱
朝
鮮
人
調
査
資
料
（
四
件
）

全
２
巻

全
３
巻

在
日
朝
鮮
人
資
料
叢
書
５

山
田
昭
次（
立
教
大
学
名
誉
教
授
）編
・
解
説

朝
鮮
人
強
制
動
員
関
係
資
料　
全
２
巻

在
日
朝
鮮
人
資
料
叢
書
４

佐
野
通
夫（
こ
ど
も
教
育
宝
仙
大
学
教
員
）編
・
解
説

在
日
朝
鮮
人
教
育
関
係
資
料　
全
３
巻


